
札

木

駅

前

新

川

駅
前
大
通

まちなかモノ語りマップとは架空の主人公がまちなかを巡り、その魅力をス

トーリー仕立てに紹介するものです。

地
元
の
食
材
の

　

美
味
し
さ
に
大
満
足

気
に
な
っ
て
た
お
店
で
軽
く
食
事
を

　
　
　

沿
線
の
お
店
を
の
ぞ
き
な
が
ら

「
通
り
を
見
な
が
ら
歩
い
て
駅
ま
で
戻
ろ
う
か
。
」っ
て
来
た
道
を
歩
く
こ
と
に
。

と
は
い
っ
て
も
ほ
ん
の
１
k
m
ほ
ど
の
距
離
だ
け
ど
。
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
コ
ー

ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
。
市
電
の
見
え
る
喫
茶
店
で
、コ
ー
ヒ
ー
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
美

味
し
い
ひ
と
と
き
！
彼
女
は
今
日
の
戦
利
品
の
御
城
印
を
見
直
し
て
ニ
ヤ
リ
と

し
て
い
る
。

豊
橋
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
花
壇
の
前
で
、
友
達
と
待
ち

合
わ
せ
。
彼
女
は
デ
ッ
キ
か
ら
街
並
を
見
下
ろ
す
。
駅
か
ら
延
び

る
幅
5
0
m
ほ
ど
の
広
い
通
り
。「
あ
っ
、
路
面
電
車
が
走
っ
て

る
！
」
と
驚
く
彼
女
。
あ
れ
に
乗
っ
て
行
こ
う
よ
と
言
う
と
、「
う

れ
し
い
〜
！
」
と
興
奮
気
味
。
豊
橋
で
は
市
電
っ
て
呼
ば
れ
て
る

ん
だ
よ
ね
。

駅
前
電
停
の
券
売
機
で
切
符
を
購
入
。
運
賃
は
乗
車
時
に
前
払
い
で
、
ど
こ
ま
で

乗
っ
て
も
均
一
の
1
8
0
円
。
友
達
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
使
え
て
便
利
だ
と
喜
ぶ
。
本

数
も
多
く
、す
ぐ
に
レ
ト
ロ
な
車
両
が
到
着
し
た
。
前
の
扉
か
ら
乗
り
、
真
ん
中
の

扉
か
ら
降
車
。
降
り
る
時
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
知
ら
せ
る
な
ん
て
バ
ス
み
た
い
。

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
心
地
よ
い
音
を
立
て
な
が
ら
車
体
を
揺
ら
し
、ゆ
っ
く
り
と
市

電
は
進
む
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
街
並
は
普
段
と
は
ひ
と
味
違
う
。し
ば
ら
く

し
て
市
電
は
大
き
く
左
へ
曲
が
る
。「
あ
の
お
店
、い
い
ね
。
」「
帰
り
に
寄
ろ

う
よ
。
」な
ど
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
大
き
な
鉄
塔
が
見
え
て
き
た
。
吉
田

城
址
の
あ
る
豊
橋
公
園
は
そ
の
す
ぐ
先
。
城
跡
を
散
策
し
隣
接
の
美
術
博

物
館
で
御
城
印
を
手
に
入
れ
た
。な
ん
だ
か
私
ま
で
歴
女
気
分…

。

店
を
出
て
少
し
歩
く
と
、
気
に
な
る
看
板
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。
靴
修
理
の
お
店
ら
し
い
。
興

味
津
々
で
入
っ
て
み
る
と
店
内
は
い
か
に
も
マ
イ

ス
タ
ー
の
工
房
！
「
お
気
に
入
り
の
靴
を
長
く
履

き
続
け
た
い
方
の
た
め
に
、一
つ
ず
つ
手
作
業
で

丁
寧
に
修
理
し
て
ま
す
。
Y
o
u
T
u
b
e
で
も

作
業
風
景
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、ぜ
ひ
観

て
く
だ
さ
い
ね
。
」と
ご
主
人
。
宅
配
可
能
で
遠
方

か
ら
の
依
頼
も
多
い
と
聞
き
、
友
達
も
「
お
願
い

し
よ
う
か
な
。
」だ
っ
て
。

彼
と
は
電
停
の
前
に
あ
る
焼
き
鳥
屋
さ
ん
で

待
ち
合
わ
せ
た
。
以
前
、
仕
事
帰
り
に
同
僚

と
来
て
美
味
し
か
っ
た
か
ら
私
を
連
れ
て
き

た
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。「
へ
え
、
女
性
客
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
客
も
多
い
ん
だ
ね
。
」
私
た
ち
は
カ
ウ

ン
タ
ー
席
に
座
り
、
注
文
は
ひ
と
ま
ず
彼
に

お
任
せ
。「
ウ
チ
は
熟
成
さ
れ
て
旨
味
が
豊

富
な
赤
ど
り
を
使
っ
て
る
ん
で
す
。
地
元
の

食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
ま
す
。
」
と
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
ご
主
人
。

も
も
、
せ
せ
り
、
ね
ぎ
ま
、
肝
、
ぼ
ん
じ
り…

、

ど
の
串
焼
き
も
美
味
し
く
て
止
ま
ら
な
い
。

鳥
刺
し
の
肉
の
柔
ら
か
さ
と
上
品
な
味
わ
い

に
も
大
満
足
。「
人
気
の
ど
て
煮
も
ぜ
ひ
。
」

と
勧
め
ら
れ
、
コ
ク
の
あ
る
味
噌
の
風
味
に
つ
い
お
酒
が
進
ん

じ
ゃ
う
。「
こ
の
赤
味
噌
は
豊
橋
で
作
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
味
噌

が
お
好
き
な
ら
、
名
物
の
鶏
み
そ
す
き
も
お
薦
め
で
す
よ
。
」

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
。
楽
し
い
時
間
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。
私
は
も
う
一
杯
お
代
わ

り
を
注
文
し
て
、
ま
た
話
の
続
き
を
聞
い

て
も
ら
っ
た…

。

市
電
の
話
や
靴
屋
さ
ん
、
カ
フ
ェ
に
家
具
屋
さ
ん…

今
日
の
一

日
の
私
の
話
を
、
彼
は
や
さ
し
く
微
笑
み
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、こ
の
駅
前
大
通
の
電
停
の
近
く
に『
図
書
館
と

広
場
』
が
で
き
る
っ
て
知
っ
て
た
？
」
と
彼
。「
そ
う
な
ん
だ
ね
、

楽
し
み
。
完
成
し
た
ら
絶
対
遊
び
に
来
よ
う
ね
。｣

と
ま
り
ま
す

市
電
の
走
る
街
並
っ
て

　
　
　

風
情
が
あ
る
よ
ね
！豊橋の顔とも言うべき市電は、

東海地方で唯一の路面電車。

市民や観光客の足として活躍し、

時には「納涼ビール電車」や

｢おでんしゃ」としても街を駆け抜ける。

その車窓から見えるのは、ゆっくりと

流れてゆく街の風景。市電目線ならではの、

楽しくて面白くてあったかい何かを

発見できるかもしれない。

道
路
の
反
対
側
に
は
お
し
ゃ
れ
な
割
烹
バ
ル
。「
隣
に
カ
フ
ェ
も
あ
る
よ
。
」

と
、バ
ル
の
隣
に
小
さ
な
お
店
を
発
見
。コ
ン
テ
ナ
風
の
お
店
に
、ベ
ン

チ
と
テ
ー
ブ
ル
、
そ
し
て
バ
ル
の
壁
面
を
利
用
し
た
か
わ
い
ら
し
い
ペ
イ
ン

ト
。「
一
軒
の
カ
フ
ェ
か
ら
町
を
変
え
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
始
め
た
ん
で

す
。
」
韓
国
の
益
善
洞
（
イ
ク
ソ
ン
ド
ン
）
が
一
軒
の
カ
フ
ェ
を
き
っ
か
け
に
世

界
的
に
有
名
に
な
っ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
ら
し
い
。「
こ
の
店
を
き
っ
か

け
に
、
大
好
き
な
豊
橋
の
町
に
多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で
も
ら
え
た
ら
。
」

と
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
、
お
す
す
め
韓
国
風
か
き
氷
「
パ
ッ

ピ
ン
ス
」が
か
わ
い
い
。
昼
間
は
バ
ル
の
店
内
で
ゆ
っ
く
り
で
き
る
み
た
い
。

少
し
歩
い
た
先
の
文
具
屋
さ
ん
の
前
で
「
こ
こ
二

百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
ん
だ
よ
。
」
さ
す
が
、
歴

女
の
彼
女
は
調
査
済
み
ら
し
い
。
奥
の
庭
に
は
「
狐

塚
」が
あ
る
な
ん
て
、
地
元
の
私
も
知
ら
な
っ
た
。

そ
の
先
に
は
さ
っ
き
車
窓
か
ら
眺
め
て
気

に
な
っ
て
い
た
お
店
。
全
面
ガ
ラ
ス
の
す
ご

く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
外
観
だ
け
ど
、
何
の

お
店
？…

と
ド
ア
を
開
け
る
と
、そ
こ
は
北

欧
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
家
具
や
照
明
が
セ
ン
ス
良

く
展
示
し
て
あ
る
洗
練
さ
れ
た
空
間
。「
う

ち
の
お
店
で
は
、
時
代
を
超
え
、
国
を
越
え
、

引
き
継
が
れ
る
本
物
の
家
具
を
中
心
に
イ

ン
テ
リ
ア
の
ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
」
並
べ

ら
れ
て
い
る
商
品
に
は
、
確
か
に
お
店
の
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
た
。「
結
婚
し
た
ら
、こ
う
い

う
素
敵
な
家
具
の
あ
る
暮
ら
し
が
し
た
い

よ
ね
。
」と
私
た
ち
。

家
具
店
を
出
た
時
に
は
と
っ
く
に
ラ
ン
チ
時
間
は

過
ぎ
て
い
た
。「
も
う
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
。
ち
ょ
っ
と
気

に
な
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
寄
っ
て
か
な

い
？
」と
私
。
以
前
か
ら
食
べ
て
み
た
か
っ
た
老
舗
食

料
品
店
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
。
テ
レ
ビ
に
出
て
た
か

ら
気
に
な
っ
て
た
ん
だ
。
旬
の
高
級
フ
ル
ー
ツ
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
て
る
な
ん
て
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

も
う
一
軒
は
彼
女
が
リ
サ
ー
チ
し
た
お
店
。
彼
氏
と
の
待
ち
合
わ
せ
前
だ
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
お
付
き
合
い
し
よ
う
か
な
。
野
菜
が
メ
イ
ン
だ
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
レ
ス
ト
ラ
ン
。「
こ
れ
は
自
社
フ
ァ
ー
ム
で
作
っ
た
有
機
野
菜
な
ん
で
す
よ
。
」

と
お
店
の
人
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
彼
女
は
が
っ
つ
り
と
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
ー

と
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
温
め
た
野
菜
、
私
は
彼
と
の
食
事
を
控
え
て
る
か
ら
軽

く
自
然
派
ワ
イ
ン
を
注
文
。
野
菜
が
中
心
な
の
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
も
あ
っ
て
彼

女
は
大
満
足
み
た
い
。

夜
の
駅
前
大
通
り
は
、
市
電
の
架
線
を
支
え
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
街
灯
と
路
面
電
車
が
、
昼
間
と
は
ま
た
違
っ
た

世
界
観
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
。
駅
の
近
く
の
老
舗
の
パ
ン
屋
さ
ん
の
、レ
ト
ロ
で
可
愛
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
パ
ン
を

お
土
産
に
買
い
、
彼
女
と
は
駅
の
改
札
の
前
で
別
れ
た
。

学
生
時
代
の
友
達
が
豊
橋
へ
や
っ
て
く
る
。

彼
女
は
歴
史
好
き
で
、
史
跡
巡
り
と
神
社
や
お
寺
の

御
朱
印
集
め
に
夢
中
。

今
日
の
目
的
は
吉
田
城　
と
御
城
印
ら
し
い
。

路
面
電
車
に
乗
っ
て
街
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
の
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
。

市電からゆったり望む

古くて新しい　

※豊橋鉄道東田本線

※

豊
橋
鉄
道
東
田
本
線
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ニコルのメンズブランドすべてが揃う

ニコルオンリーショップです
リニューアルで、

バル（映る）料理

用意しました！

エール主演のあの方も、

お忍びでご来店頂きました

市内各中学校の

制服・体操服を扱って

おります

隠れ家的な個室で

飛騨牛希少部位を堪能

アジアン空間で

ちょっとした

休憩から宿泊まで

ホテルをはじめ、

飲食店を中心に

さまざまなジャンルの

お店があります

空間を彩る植物と

花器にこだわった店

創業昭和40年。

名物いそ揚げを食べにおいでん！！

三代百年

エレガント・コンフォート

楽しい日々

落ち着いた雰囲気の店内で

他では味わえない鶏焼き肉を！

アルコールも飲めるタピオカ店

良い食材を最高の

状態で提供する。

それが、こだわりです

アロマやヒーリング

グッズを販売。

講座も受けられます

コスパ最強！

焼肉と寿司の

食べ放題！

販売のほか、貴金属の

リフォーム・修理等も

お任せください！

処方せんも漢方も

おまかせください！

相談のできる薬局です

完全予約制の海鮮居酒屋。

予約されたお客様のために

新鮮な鮮魚をご提供いたします 過去に残してきた音に

再び出会える…かも

お数珠、腕輪、良い香りの

線香など品数豊富！！

結納、のぼり、祭用品など

冠婚葬祭何でもお任せ！

キッズルーム有！

落ち着ける雰囲気の

完全プライベートサロン

大正初期創業

自転車修理販売専門店

妻と２人の

小さなメガネ店

めがね！好きです

ブランド鶏から

豆味噌や醤油の

調味料まで、

新鮮で美味しい

地元の食材を

ご堪能下さい

ビールに良く合う

美味しい餃子

あります！

まちなかの

密かなオアシス

やっています？

０（ゼロ）次会に

最適です！!

スマートフォン・タブレット・

パソコン修理お任せください

ハンドメイド作品の宝箱！

時間無制限！

スーパーバイキング

レストラン

造花、お祭り用品、結納等、

冠婚葬祭の専門店

予約制で撮影する

家族写真専門のフォトスタジオ

ゆっくりして頂けたら

幸いです

創業明治七年、

伝統から斬新まで

佃煮の老舗です

カラオケ・ダーツあり

大部屋は最大20名収容

デートや二次会もおまかせ　

新鮮な魚介類、豊富な日本酒

飛騨の郷土料理も楽しめる

駅前大通りのこれから

足に心地よいウッドデッキに張り替え、イベ

ントが開催できる空間が広がりました。

ベンチも増やし、さらに過ごしやすい場所に

なりました。花壇では、季節の花々がお出迎

えしてくれます。

待ち合わせや

ホッとしたいと

きに立ち寄りた

い場所です。

とよはしキラキラ☆イルミネーションが

毎年11月～2月頃まで開催され、「冬空

のヒカリ散歩」をキャッチフレーズに、き

らめく光が豊橋のまちなかを包む、冬の

風物詩となっています。

通りの思い出店と市電

◆0532-53-5161

◆豊橋市駅前大通り1-28

◆日曜日定休

◆10:00～21：00

1 ボン・千賀 大正元年菓子卸業として創業。

かわいい内装とレトロなデザイン

のパッケージが素敵な、昭和初

期からパン屋としてつづく老舗

店。「レモンクッキー」や「パピ

ロ」は当店おすすめの商品です！

◆豊橋市駅前大通1-33

◆日曜日、祝日定休

◆月～金  15：00～20：00

  土　     12：00～19：00

2 立呑 あさひ 地元の呑んべえに愛される

豊橋では珍しい角打ちの店。

お酒もつまみも豊富。

しぼりたてがいつも飲めるお

店です！

◆0532-52-3487

◆豊橋市大手町135

◆月曜日定休（祝日の場合は営業）

　※月祝の場合は翌火曜日休み

◆11：00～20：30（L.O.19:50）

　（土・日・祝日/休憩14：45～17：00）

3 東京庵 本店 明治17年創業の人気の老舗

蕎麦屋。遠方からのお客様も

多く、のどごしの良いざるそ

ばは絶品！うずらの卵は豊橋

ならではの薬味です。

◆0532-52-6336

◆豊橋市大手町57

◆日曜日、祝日定休

◆月～土  9：30～18：00

4 山安 本店 創業安政二年。お茶や海苔か

ら高級フルーツ、自家製パン

まで取扱う、地元で長く愛さ

れる総合食料品店。自慢のフ

ルーツサンドは大人気商品！

◆0532-53-8822

◆豊橋市駅前大通1-31

◆年中無休（年末年始休）

　◆17：00～24：00

　（L.O.23：00）

5 湊○（そうえん） 和情緒あふれる寛ぎの空間で

楽しむ“鮪しゃぶしゃぶ”と“鯛

めし”のお店。新鮮な野菜と一

緒に楽しむヘルシーなしゃぶ

しゃぶは女性にも大人気です！

◆050-3463-5569

◆豊橋市札木町45

◆日曜日定休

◆17：30～23：30

　（料理L.O.22：30）

　（ ドリンクL.O.23：00）

6 割烹バル ＨＩＤＡＪＩ 洗練された和食料理を気軽に

堪能できる割烹居酒屋。飛騨

牛や旬な食材を用いた料理は

絶品！自慢の“飛騨牛”を心ゆく

までご堪能下さい。
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ブロンズ像

西八町

新川西 新川駅前大通

獅子王
スクールショップマコー

ぷれま BOX

大正14年（1925年）開通以来、

初代木造単車モハ100形から始

まり全面低床LRV・T1000形ま

で、豊橋市民に多くの思い出をつ

くってきた市電。車窓からのまち

の風景を楽しみましょう。
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川西種苗店

川西さんの話

豊橋駅前大通商店街振興組合 会長

1分 3分

5分

7分

START

世界を広げ、まちづくりに繋げる“知と交流

の創造拠点”となる図書館と、多くの人が

集い、交流し、滞在する広場を整備して

います。（現在建設中）

駅前大通りの歩道にはところどころに

ブロンズ像があります。個性豊かなブ

ロンズ像が全部で18体。お気に入りを

探しつつ散歩しても楽しめそう。

市民に愛され45年。一目見れ

ばそれと分かる白い建物は、

駅前大通りのシンボル。

その存在は豊橋の人々の心に

いつまでも。

お気に入りの靴の修理やカ

スタムならお任せ。職人技に

よる作業風景はYouTubeで

観られるョ！

一押しは韓国風かき氷。

バルの2階席で市電を眺め

ながら、のんびりするのも

またおすすめ！

 

北欧ヴィンテージ家具や

照明など、オーナーさん

厳選のインテリアに出会

える家具屋さん

吉田城の大手門へと続い

てた通り。昭和25年まで

は市電が走っていました。

現在通りの突き当たりに

は国の登録有形文化財

の豊橋市公会堂を見るこ

とができます｡

昔々この辺りに住み着いて

いた六百歳を超える古狐が

野犬にかみ殺され、その亡

骸を丁重に葬ったといわれ

ている。現在も弘文堂さんの

裏庭で手厚く祀られている。

まちなか図書館（仮称）

&

まちなか広場（仮称）

地元で採れた有機野菜

をふんだんに使ったイタ

リアンレストラン。健康的

で心も喜ぶ料理をお召し

上がり下さい

〈イメージマップであり実際の位置と異なる場合があります。〉企画・発行/豊橋まちなか活性化推進協議会（豊橋市まちなか活性課内）TEL.0532-55-8101  HP  豊橋まちなか情報ステーション　　印刷/(株)豊橋印刷社　デザイン/つるかめ舎　協力/豊橋鉄道株式会社　令和2年3月発行

大通り沿いのブロンズ像

とよはし路面電車
BOOK

「ほっトラム」T1000形
と

ラッピング車両

冬限定のお楽しみ！ 弘文堂「狐塚」

大手通り

ほの国百貨店

戦後、現在の新川にお店を構え、

種苗店を営んでいます。昭和終

期から平成初期には、花の川西

の路面電車「種蒔ゴンベエ号」が

まちを走っていました。

小さい頃は、大通りの両側に整備

された緑地帯で遊び、百貨店や映

画館へ楽しみに通っていました。

再開発工事中の名豊ビルの開店

当時の賑わいも印象に残っていま

す。現在はないけれど、駅前大通

りにも歩道橋があって毎日そこを

渡って通学しました。

駅前大通りは、駅から出た人々が最

初に目にするいわば「豊橋の顔」。そ

んな「豊橋の顔」としてふさわしい景

観を維持しつつ、時代や住む方の

ニーズに合わせて変わって

いければ良いですね。
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（2020年3月15日営業終了）

（2020年3月15日営業終了）（2020年3月15日営業終了）


